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取扱説明書 



■使用上の注意 

警告 

 ●本機に水をかけないでください。また、湿気やほこりの多い所、蒸気の当たる所に置かないでください。 
  火災や感電、故障の原因になります。 
 ●本機は絶対に分解しないでください。内部に触れると感電する恐れがあります。 
 

注意 

 ●焼成中および焼成を終了してしばらくの間は、炉や炉の周辺は高温になっていますので、素手でさわら 
  ないでください。やけどの原因になります。 
 ●動作中および炉内が高温の時は、炉トビラを開けたままにしないでください。炉トビラ周辺が炉から出 
  てくる輻射熱や対流熱によって高温になるため、火災、故障などの原因になります。 
 ●紙・布・ビニール類・シンナーなどの燃えやすいものを近づけたり、炉の上に乗せたりしないでくださ 
  い。火災や故障の原因となります。 
 ●畳・じゅうたん・テーブルクロスなどの燃えやすいものの上に設置しないでください。火災の原因にな 
  ります。 
 ●プログラム動作が完了した後も、本機は最終係留温度を永久に係留しています。電源スイッチを切れば 
  自然に徐冷しますが、しばらくの間は炉や被焼成物が高温になっていますので、素手でさわらないでく 
  ださい。やけどする恐れがあります。 
 ●炉が高温の時に被焼成物やリングトレイを出し入れする時は、トングスを使って行ってください。素手 
  で触れるとやけどする恐れがあります。 
 ●被焼成物の取り出し時に、トングスなどでヒーターの金属部分に触れないようにしてください。感電す 
  る恐れがあります。 
 ●リングなどの金属の粉が炉内にたまると感電する恐れがあります。定期的に炉内を掃除機などで掃除し 
  てください。 
 ●梅雨時などに長期間ご使用にならないと、炉内の断熱材が水分を吸収して、感電する恐れがあります。 
  定期的に炉を約８００℃で約１～４時間、空焼きしてください。 
 ●本機で本来の対象物（リング、埋没材、ワックス）以外の物を加熱しないでください。また、加熱する 
  と可燃性ガスを発生する物を本機で加熱しないでください。火災や感電、故障の原因になります。 
 ●電源プラグを抜かないまま保守・点検作業を行わないでください。感電、やけどなどの原因になります。 
  電源プラグを抜き、十分に炉の温度が下がってから作業を行ってください。 
 ●電源コードの上に重いものを乗せないでください。火災や感電の原因になります。 
 ●電源プラグを抜く時は、電源コードを引っぱって抜かないでください。火災や感電の原因になります。 
  電源プラグを持って抜き差ししてください。 
 ●お客様ご自身による修理や改造は行わないでください。火災、感電、やけど、故障などの原因になりま 
  す。故障した時はお買い上げの販売店に修理をお申し付けください。 
 ●延長ケーブル００９ＨＥＸを取り付ける時は、ネジをしっかり締め付け、配線を間違えないようにして 
  ください。火災や故障の原因になります。 
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■主な仕様 

 
   型式           ＫＤＦ－００９Ｇ、ＫＤＦ－００９ＧＳ 
 
   電源電圧         AC200V±10% 50/60Hz 
 
   消費電力         4kVA max. （専用クリ－ナを除く） 
 
   寸法・質量        W470×D540×H620(mm)  009G  :57.3kg 
                               009GS :57.8kg 
 
   最高使用温度       1230 ﾟ C 
 
   常用使用温度       1100 ﾟ C 
 
   炉内寸法         W250×D280×H180(mm) 
 
   プログラム記憶容量    フリ－プログラム１０通り 
 
   プログラム内容      予約タイマ－    0～99 時間 59 分 
                速度 1､2､3     0～30 ﾟ C/分（1 ﾟ C 単位） 
                温度 1､2､3     0～1230 ﾟ C 
                係留 1､2､3     0～99 時間 59 分 
 
   その他の設定       ブザ－の音量 大／小 初期値 大 
 
   異常の検出        熱電対断線・異常温度上昇 
                プログラム内容の破壊・コンピュ－タ異常 
 
   付属品          取扱説明書     １部 
                炉床板       １枚 
                排気穴栓用材料   １袋 
                ホ－スニップル   ２個（ＧＳタイプのみ） 
                保証書       １枚 
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■特徴 

 
１．耐久性にすぐれた炉体 
  断熱材と炉のケ－スとの間にエア－ギャップを設け、耐食性を大幅に向上させた設計です。 
 
２．１０通りのフリ－プログラム 
  予約タイマ－／速度１／温度１／係留１／速度２／温度２／係留２／速度３／温度３／係留３の１０項 
  目の内容をそれぞれ１０通りプログラムできます。また、スタ－ト中の変更、確認も可能です。 
 
３．余裕ある炉内 
  ３面（左右＋天井）平均加熱方式のため、理想的な温度分布特性です。また、炉内は W250×D280× 
  H180 の余裕ある容量(12.6 ㍑)です。 
 
４．画期的な炉扉 
  炉扉は手前に裏返して開く構造で、熱処理物の取り出し時のテ－ブルに使用できます。 
 
５．一目でわかる工程の進行状態 
  熱処理中本機がどの工程を処理しているのかグラフ上で操作者に的確に知らせます。また、プログラム 
  時はこのグラフを用いて対話的にプログラムできます。 
 
６．異常監視装置 
  機械の異常はコンピュ－タが常時監視している為、安心して操作できます。 
 
７．クリ－ナの取り付けはワンタッチ（別売） 
  熱処理時に発生するアンモニア、一酸化炭素、ワックス、バインダ－等の有毒ガスを分解処理します。 
 
８．ガス準雰囲気（ＧＳタイプのみ） 
  後部のホ－スニップルから不活性ガスを導入することにより、手軽にガス準雰囲気を作ることができま 
  す。 
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■各部の名称 

 
                                  １ 炉 
                                  ２ 炉トビラ 
                                  ３ 操作パネル 
                                  ４ 電源スイッチ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 Ａ ノ－ヒュ－ズブレ－カ 
 Ｂ ア－ス端子 
 Ｃ 電源コ－ド 
 Ｄ クリ－ナ用コネクタ－ 
 Ｅ フ－ド 
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焼成トレ－

■設置方法 

 
１ 設置場所 
  ・他の機械や壁との間は左右、奥行共に２０㎝以上、天井までは１５０㎝以上になる様設置してくだ 
   さい。又、周囲には燃えやすいものを置かないように注意してください。なお、各周囲の距離が保 
   てない場合は各壁、天井に防熱板を設置する等の防火対策を行ってください。 
  ・直射日光を受けますと、本機の表面温度が異常に上昇したり、表示が見にくくなりますので、避け 
   てください。 
 
２ 電源 
  ・電流は 30A 以上流せるように電気工事を行ってください。電源の端子に接続する場合、赤色をア－ 

   スに、白、黒を端子の AC200V に接続してください。 

 
３ 付属品の取付 
  ・炉床板を炉底に置いてください。 
 
４ 電源スイッチ ＯＮ 
  ・炉体上部の操作パネル上にあります。上方に倒せば 

   本機の電源が入りの表示が出ます。 
 
  注）本機は熱処理時に出るガスを外部に出す為の排気 
    穴が炉体上部に２箇所あいています。この穴を閉 
    じたい時は、付属の“排気穴メクラ用材料”で栓 
    をして使用してください。 
 
       これで本機は準備完了です。 
 
 
 

■電気炉使用上の諸注意 

 
１．熱処理物についての注意 
  電気炉で熱処理しますと物によっては物性が変わり、周囲に危険を及ぼしたり、電気炉自身にも悪影響 
  がでる場合があります。以下の注意をよく読んでください。 
 
  ・焼成することによって爆発性の気体が発生する材料は、本機では熱処理できません。 

   前もって爆発性の気体が発生しないような処理を行ってください。 

  ・熱処理を行うことにより、多量のカ－ボンが発生する樹脂等の熱処理はできるだけ少量で行ってくだ 

   さい。また炉内が黒くなっていますとカ－ボンの付着が考えられますので、1000 ﾟ C で約１時間空 

   焼きをおこなってください。カ－ボンが付着したまま熱処理を続けますと、ヒ－タ－が断線する恐れ 

   があります。 

  ・熱処理を行うことにより、焼成物から発生するガスや液体により、炉の断熱材、ヒ－タ－、炉床板、 

   板金、脱臭装置を損傷させる場合があります。焼成を行う際は、充分材料をお調べください。 

  ・処理物と断熱材が接触していますと反応を起こして融着したり、ヒ－タ－が断線する恐れがあります 

   ので注意してください。 
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  ・長時間ご使用にならなかった場合は断熱材が吸湿していますのでご使用前に空焼き（800 ﾟ C で１時 

   間程度）されることをおすすめします。 
 
２．ガス導入について 
  当社の電気炉でガスを導入して使用される場合は、高圧ガス取締法に基づいて、以下の注意をご理解の 
  上安全にご使用ください。 
 
  ・本機で使用できるガスは、窒素等の不活性ガス、酸素ガスに限ります。ただしこれらのガスについて 

   も、熱処理物や熱処理物から発生するガスと急激に反応する場合は使用できません。その他のガスに 

   ついては当社までお問い合わせください。 
  ・ガスを炉内へ導入するとき、導入するガスの種類によっては、熱処理物が導入ガスと激しく反応する 

   危険がありますので、導入ガスと激しく反応する熱処理物は使用しないでください。 
  ・ガスの供給は本機専用に設置された１本のボンベからの供給に限ります。複数のボンベからの混合は 

   危険ですので絶対に行わないでください。流量値を正確に読むために、供給圧力は調圧器で１kg/cm２ 

   に調圧して使用してください。 
 
３．断熱材について 
  ・本機の発熱体は熱効率、温度分布を良くするために、軽量の断熱材を使用しています。この為、処理 

   物が熱板に接触しますと損傷の恐れがありますので、処理物の出し入れのときには、左右の熱板に接 

   触させないようにご注意ください。また熱処理物から発生するガス・液体の種類によっては断熱材の 

   破損、ヒ－タ－の断線等も考えられますので前もってご確認ください。 
      （参考）ヒ－タ－材質   Al      6% 
                   Cr     23% 
                   Fe     71% 
          断熱材材質    Al２O３    48% 
                   SiO２    52% 
 
  ・炉内が６００℃以上の高温の時に、扉をあけて急速冷却しますと熱板が破損する場合がありますので 

   ご注意ください。また、炉内温度が高いときに処理物を取り出す場合は、できるだけ短時間で作業し 

   てください。 
  ・ご購入時、または数回の昇温で炉体の断熱材の表面にヒビが入る場合がありますが、性能及び品質に 

   は問題ありません。 
  ・炉床板は、炉材の断熱材を守るために必ず必要な物です。炉床板のない状態で使用することは絶対に 

   避けてください。 
 
４．常用使用温度と最高使用温度 
  ・常用使用温度 
   熱処理物から特に腐食性のガスがでない時に、長時間の使用に耐えることのできる温度と定めていま 
   す。したがって、熱処理することによって腐食性のガス・液体等が発生する場合には、常用使用温度、 
   またはそれよりも低い温度で使用していても比較的短い時間に炉にダメ－ジを与え、ヒ－タ－が断線 
   したり、炉の断熱材に悪影響を及ぼすことが考えられます。 
 
  ・最高使用温度 
   比較的短時間（数時間）なら、腐食性のガスのない条件下で使用できる温度と定めています。したが 
   って長時間の使用には向いていません。 
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５．発熱体について 
  当社の電気炉に使用しているパイロマックス－ＤＳ発熱体は発熱体最高使用温度が１４００℃の高温炉 

  用高級発熱体です。 
  特に本材は大気中の耐酸化抵抗がきわめて良好で、各種高温炉、電熱機器はもちろんのこと各種電気炉 
  に多く使用されています。 
 
  ・各種雰囲気ガスの影響 
   a)大気／窒素 
    ＰＸ－ＤＳは表面に AL２O３からなる保護皮膜が生成するので、大気中／窒素中で大きな耐酸化抵抗 
    を示します。 
   b)浸炭性雰囲気 
    発熱体表面に生成した AL２O３の保護皮膜は内部への浸炭を防ぎ、良好な高温耐食性を示します。 
    なお、発熱体を浸炭雰囲気中で使用する前に予め大気中で加熱（１０００℃で５時間程度）、その表 
    面に AL２O３の保護皮膜を生成させることにより、発熱体内部への浸炭を防ぎ寿命を長くします。 
    このようにＰＸ－ＤＳの場合、表面に良質の保護皮膜ができるので浸炭性雰囲気中でも比較的良好 
    な結果が得られます。 
   c)その他 
    発熱体表面に生成した AL２O３保護皮膜の形成を阻害する物質や保護皮膜と反応して低融点化する 
    物質はすべて有害となります。 
    ･Ｓ 
    H２S や SO２を含む雰囲気ではＳと反応して低融点化するので使用は好ましくありません。 
    ･ハロゲン/塩類 
    Cl,F 等のハロゲン元素や Na,K 等のアルカリ金属の塩類は保護皮膜の形成が阻害されるためすべて 
    有害となります。 
  ・低い温度での使用 
   ５００℃程度、またはそれ以下の温度域でのご使用においては、ヒ－タ－表面に熱処理物から出るカ 
   －ボンが付着してヒ－タ－が断線する場合があります。（ス－ティング現象）炉内が黒っぽくなってい 
   る場合は、カ－ボンの付着が考えられますので、一度１０００℃で１時間程度、空焼きしてください。 
   カ－ボンが燃焼し、ヒ－タ－表面にも酸化保護皮膜ができますので長寿命が期待できます。 
 
６．輸送について 
  移動、修理等で本製品輸送する場合は、炉内に炉床板等は入れないでください。 
  輸送時に炉内を傷めます。 
 
 

■操作パネル説明 

 
１ 表示器 
  ・通常は炉内温度や処理時間を表示します。 
  ・操作により、いろいろな値を表示します。 
  ・異常検出の表示をします。 
 
２ 工程表示器 
  ・動作中の工程の進行を表示します。 
  ・スタ－ト中は処理中を点滅で、処理完了を点灯で表示します。 
  ・プログラムの設定時は、プログラム項目を表示します。 
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３ プログラムエリア（１桁ディジタル表示） 
  ・  ～ までのフリ－プログラムエリアを表示します。 
 
４  プログラムキ－ 
  ・各プログラムの内容の入力、確認、変更を行います。スタ－ト中も操作可能です。 
  ・プログラム中、及びプログラム確認中は点灯します。 
 
５  エンタ－キ－ 
  ・プログラム設定時、設定した数値を記憶し次の項目に進みます。 
 
６   キ－ 
  ・数値設定時に使用します。また、プログラムエリア変更時にも使用します。 
  ・１回押す１づつ増減しますが、押す続けると高速で加減します。 
 
７  スタ－トキ－ 
  ・選択されたプログラムがスタ－トします。再度押せばスタ－トは解除されます。 
 
８  パスキ－ 
  ・スタ－ト中に押すことにより、現在行っている工程をパスして次の工程に移ります。 
 
９  時間キ－ 
  ・押せばそのプログラムの処理必要時間を、しばらくの間表示します。 
  ・スタ－ト中はその処理残時間を、表示します。 
 
 

■操作概要 

 本機の動作は基本的に下図の様になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                               基本動作系統図 
 
 
  

電源投入 

スタンバイ動作 

スタート動作 

プログラム動作 

プログラム動作 
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■プログラム項目 

１ 予約タイマ－  何時間後に熱処理工程に入るかをセットするタイマ－です。 
２ 速度１     工程１の１分間当たりの昇温速度です。 
３ 温度１     工程１の熱処理温度です。 
４ 係留１     工程１の熱処理温度になってからの係留時間タイマ－です。 
５ 速度２     工程２の１分間当たりの昇温速度です。 
６ 温度２     工程２の熱処理温度です。 
７ 係留２     工程２の熱処理温度になってからの係留時間タイマ－です。 
８ 速度３     工程３の１分間当たりの昇温速度です。 
９ 温度３     工程３の熱処理温度です。 
10 係留３     工程３の熱処理温度になってからの係留時間タイマ－です。 
 

■入力できる数値 

１ 予約タイマ－  0～99 時間 59 分 
２ 速度１,２,３   0～30 ﾟ C／分（1 ﾟ C 単位） 
３ 温度１,２,３   0～1230 ﾟ C 
４ 係留１,２,３   0～99 時間 59 分 
 
 ※速度に０を入力するとその工程はパスされます。 
 ※昇温速度の設定は 1 ﾟ C/分～30 ﾟ C/分の範囲で可能ですが、炉内処理物が多い時や高温時には追従い 
  たしません。 
 

■操作説明 

１ 電源スイッチを入れますとブザ－が数回鳴り、を表示し、本機のコンピュ－タが正常に動作して 

  ることを知らせます。 
２ 前回電源を切った時のプログラムエリアが表示され、表示部には、現在の炉内温度が表示されます。 
  《スタンバイ動作》 
 

■プログラムの入力操作 

例としてプログラムエリア３に下記の値を入力します。 
 予約タイマ－  8 時間         温度２     270 ﾟ C 
 速度１     0 ﾟ C／分       係留２     30 分 
 温度１     -           速度３     7 ﾟ C／分 
 係留１     -           温度３     800 ﾟ C 
 速度２     3 ﾟ C／分       係留３     30 分 
 
１ プログラムの選択 
  ・スタンバイ動作中に   キ－でプログラムエリア  を選択します。これでプログラムエリア３ 

   がセットできました。プログラムキ－を押します。 
   《プログラム入力動作》 
２ 予約タイマ－の入力 
  ・工程表示器の予約タイマ－ランプが点灯しますので、 キ－で  :時間：分に設定して 

   エンタ－キ－を押します。 
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３ 速度１の入力 
  ・速度１ランプが点灯しますので、 キ－で    ﾟ C／分に設定して、エンタ－ キ－を押しま 

   す。 
   ※速度に    を入力しますと、その工程の温度、係留時間はプログラムできません。 
４ 速度２の入力 
  ・速度２のランプが点灯しますので、 キ－で    ﾟ C／分に設定して、エンタ－キ－を押し 

   ます。 
５ 係留２の入力 
  ・係留２のランプが点灯しますので、 キ－で   :時間：分に設定して、エンタ－キ－を押し 

   ます。 
《 以下同様にプログラムしていきます 》 

６ 入力完了 
  ・最後まで入力が終われば、プログラムキ－を押すことにより、プログラム入力動作を終わります。 
 
 

■プログラムの内容確認・変更操作 

 
１ プログラムの選択 
  内容の確認、変更を行うプログラムエリア（ここでは３）を キ－で表示させ 、プログラムキ－を 

  押します。 
２ 内容確認 
  エンタ－キ－を押しますと順次項目とその内容を確認することができます。 
３ 内容変更 
  例として前途プログラムの温度３を 700 ﾟ C に変更します。 
  ・エンタ－キ－を数回押し、工程表示器の温度３の項目にします。 
  ・そして次に キ－で ﾟ C にセットして、エンタ－キ－で変更完了です。 
４  プログラムキ－を押すと元の動作に戻ります。 
 
 

■スタ－トの操作 

 
１ 必要なプログラムエリア（ここでは３）を選択します。 
  ・まず時間キ－を押しますと、その処理必要時間をしばらくの間表示します。その時、オ－バ－フロ－ 

   したときは、１桁の表示器に   .が表示され、時間キ－を再度押すと、オ－バ－した時間が表示され 

   ます。 
２ 熱処理物を炉内に入れトビラを閉じ、スタ－トキ－を押してください。 
  ・プログラムがスタ－トされ、熱処理を行います。 
  ・現在進行中の工程がパスキ－を押しますと、次に移ります。 
  ・そしてプログラムキ－を押しますと、プログラムランプが点滅し、通常のプログラム動作と同様に 

   変更、確認が行えます。 
３ プログラム運転が完了すれば、ブザ－が鳴り、炉内は自然冷却されます。 
  ※スタ－ト中に、スタ－トキ－を押しますと、スタ－ト動作が解除されます。 
  ※クリ－ナ－は予約タイマ－動作以外のスタ－ト中はＯＮとなります。 
  ※速度１、２、３、が共に０の時、スタ－トキ－を押しますと  を表示しスタ－トできません。 

   また時間キ－を押しますと   を表示します。 
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■その他の操作 

 
１ ブザ－の温度調整 
  ・終了時のブザ－音量調整ができます。 
  ・スタンバイ動作中にプログラムキ－を押しながらキ－を押しますとを表示後   と 

   表示するか   かになります。 
  ・ キ－でＨｉｇｈ・Ｌｏｗを設定し、プログラムキ－を押しますと元の状態に戻ります。 

   初期値はＨｉｇｈです。 
 
 

■保守・点検 

 
１ 温度校正 
  本機に使用している温度計は、独自の電子回路により完全に補償されております。 

  長年の御使用による温度校正の必要はありません。 
２ 炉床にたまったゴミは定期的に掃除機等で取り除いてください。 
 
 

■機械の異常メッセ－ジ 

  本機は、誤操作及び機械の異常等から事故を未然に防ぐ為、コンピュ－タが下記の項目にわたって 
  常時監視しています。異常メッセ－ジ発生時には、指示に従ってください。 
 
１ または表示が出ない 
  ・コンピュ－タ異常 
  ・解除は電源を切ってください。再度電源を入れて、同じ異常が出ない時は、電源ラインからのノイズ 
   が考えられます。ノイズを多く出す他の機種から離して設置してください。 
２  
  ・熱電対（マッフル内温度測定素子）の断線 
  ・解除は、電源を切ってください。熱電対の異常ですので熱電対を交換してください。 
３  
  ・プログラムの記憶内容破壊 
  ・解除は、電源を切ってください。長い間本機の電源を入れない時に発生します。 
  ・電源を入れますと復帰しますが、フリ－プログラムの内容は全て０になります。 
４  
  ・炉内温度異常上昇 
  ・解除は、電源を切ってください。炉内の温度が異常に上昇した可能性があります。 

   早めに新しいマッフルと交換してください。 
 
   ※エラ－発生時、ヒーター電流は停止します。 
 
5  スタートしても温度が上がらない 
  ・炉トビラが開いていませんか？ 
   炉トビラを開けた状態では安全の為温度上昇しません。炉トビラを閉めてください。 
  ・又はヒーターが断線している可能性があります。販売店にお問い合わせください。 
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■オプションの取り付け 

 
１ クリ－ナＫＤＦ ＥＳ９の取り付け 
  ・フ－ドを固定しているネジ４本を取り、オプションのＫＤＦ ＥＳ９を取り付けます。 
  ・ＫＤＦ ＥＳ９から出ている電線をコントロ－ラの後部右側（赤マ－ク）のコネクタ－に差し込みます。 
２ 延長ケ－ブル ００９ＨＥＸの取り付け 
  コントロ－ラを炉体と離して使用する場合に、このケ－ブルで接続します。 
  ・コントロ－ラを固定しているネジ４本を取って外します。 
  ・炉体後部に付属のネジを使用して、００９ＨＥＸを取り付けます。 
  ・下図を参照して、配線をします。 
   注）電線は間違えないように配線してください。また、ネジの端子はゆるいと発熱しますので、きつ 
     く締めてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ガス導入について（ＧＳタイプのみ） 

 
１ 本体後部にガス接続のためのポ－トが用意されていますので、使用したいガスを配管で接続します。 
  （必要に応じて付属のホ－スニップルを使用してください）ガス圧力をレギュレ－タで 0.1MPa 程度 
  に調圧し、５L/min 程度の流量計を入れてください。 
 
  注意） 使用するガスは必ず不活性ガス、または熱処理中に試料と急激に反応しないガスを使用して 
      ください。水素、一酸化炭素ガス等爆発の危険性のあるガスは絶対に使用しないでください。 
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■プログラムメモ 

 
 

          

予約タイマー           

速度 1           

温度 1           

係留 1           

速度 2           

温度 2           

係留 2           

速度 3           

温度 3           

係留 3           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



13 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


